
                                                      
 

79
年
目
の
広
島
原
爆
忌
。
こ
の
日
、

1965

年
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
原
爆

死
没
者
北
海
道
追
悼
会
が
札
幌
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
遺

族
、
被
爆
者
、
実
行
委
員
会
、
市
民
な

ど
約
110
名
が
集
い
ま
し
た
。 

協
会
と
し
て
は
最
後
の
追
悼
会
、
開

会
挨
拶
で
廣
田
会
長
は
核
兵
器
も
戦

争
も
絶
対
い
け
な
い
と
強
く
訴
え
ま

し
た
。
来
賓
挨
拶
、
青
年
の
明
日
へ
の

誓
い
の
後
、
鎮
魂
の
フ
ル
ー
ト
演
奏

の
中
、
献
花
・
献
水
を
し
、
北
海
道
合

唱
団
の
「
ね
が
い
」「
原
爆
を
許
す
ま

じ
」
を
唱
和
し
て
第
一
部
を
終
え
ま

し
た
。 

第
二
部
は
被
爆
者
の
思
い
を
受
け

継
ぐ
つ
ど
い
。
4
歳
８
か
月
で
被
爆

し
た
大
村
一
夫
さ
ん
は
、
被
爆
は
惨

状
惨
劇
だ
け
が
問
題
で
は
な
い
、
助

か
っ
て
も
終
わ
ら
な
い
の
が
核
兵
器

の
真
の
脅
威
だ
、
と
自
身
の
歩
み
を

語
り
ま
し
た
。
な
お
来
春
協
会
解
散

し
た
後
は
被
爆
者
連
絡
セ
ン
タ
ー
が

活
動
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。 

こ
の
日
札
幌
市
西
区
の
日
登
寺
で

は
約
100
名
が
参
加
し
て
原
爆
の
火
を

囲
む
集
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

８
時
15
分
に
黙
祷
、
次
い
で
金
子

廣
子
さ
ん
が
家
族
８
名
の
被
爆
と
自

身
の
戦
後
の
苦
労
の
を
語
り
ま
し
た
。 

原
爆
の
火
を
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ

す
平
和
の
か
が
り
火
に
、
と
の
横
山

博
子
実
行
委
員
長
の
閉
会
の
訴
え
を

参
加
者
一
同
心
に
刻
み
ま
し
た
。 

    

「
終
戦
」
記
念
日
の
８
月
15
日
、
平

和
婦
人
会
な
ど
札
幌
平
和
行
動
実
行

委
は
札
幌
駅
南
口
広
場
で
、
「
赤
紙

(

臨
時
召
集
令
状)

」
の
コ
ピ
ー
を
配

り
、
再
び
戦
争
す
る
時
代
に
し
て
は

い
け
な
い
と
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
被
爆

者
の
宮
本
須
美
子
さ
ん
は
逃
げ
惑
う

ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
の
人
び
と
は
79

年
前
の
私
た
ち
だ
、
戦
争
に
正
義
の

戦
争
は
な
い
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。 
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